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News!

News!

国産大豆商品発見コンテスト応募締め切り間近
全農杯 2025年全日本卓球選手権大会会場でPR

全
農
は
7
月
17
日
～
9
月
15
日
に
開
催
し
て
い
る「
国
産
大
豆
商

品
発
見
コ
ン
テ
ス
ト
」に
つ
い
て
、
全
農
杯
卓
球
選
手
権
大
会（
神

戸
市
）に
参
加
し
た
小
学
生
と
そ
の
家
族
に
、
国
産
大
豆
・
商
品
の

消
費
拡
大
P
R
活
動
と
し
て
、チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

全
農
が
昨
年
に
引
き
続
き
開

催
し
て
い
る「
国
産
大
豆
商
品

発
見
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、
小
学

生
を
対
象
に
、
日
本
人
の
食
卓

に
な
じ
み
の
深
い
大
豆
加
工
品

に
つ
い
て
、
量
販
店
な
ど
で
実

際
に
商
品
を
手
に
取
っ
て
原
料

産
地
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
国

産
大
豆
商
品
を
よ
り
多
く
見
つ

け
て
も
ら
い
、
実
際
に
食
べ
て

そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
課
題
に

挑
戦
す
る
企
画
で
す
。

良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富

に
含
む
大
豆
加
工
品
の
摂
取

は
、
子
供
た
ち
の
成
長
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
7
月
25

日
か
ら
27
日
に
開
催
さ
れ
た

「
全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
」の
機
会
を
利
用
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
な
体
づ

く
り
と
合
わ
せ
て
、
同
コ
ン
テ

ス
ト
の
チ
ラ
シ
配
布
や
麦
・
大

豆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
に
よ

る
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

全
農
は
今
後
、
増
産
が
期
待

さ
れ
る
国
産
大
豆
の
認
知
度
の

向
上
と
消
費
拡
大
活
動
を
積
極

的
に
進
め
、
生
産
者
が
安
心
し

て
大
豆
を
作
付
け
で
き
る
環
境

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

麦類農産部

8月21日「力うどんの日」、10月9日は「力そばの日」
東京・北海道・新潟の155店舗でキャンペーン実施中 米穀部

全
農
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
食
材
で
あ
る「
も
ち
」の
魅
力
を
再

認
識
し
、
そ
の
消
費
拡
大
や
食
文
化
継
承
を
促
進
し
て
、
も
ち
食
文

化
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
8
月
21
日
を「
み
ん
な
で
食
べ
よ
う
力

う
ど
ん
の
日
」、
10
月
9
日
を「
み
ん
な
で
食
べ
よ
う
力
そ
ば
の
日
」

と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
記
念
日
協
会
に
申
請
し
、
登
録
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
日
の
日
付
の
由
来

は
、う
ど
ん
の
日（
7
月
2
日
）

と
お
も
ち
の
日（
10
月
20
日
）

の
間
の
日
で
あ
る
8
月
21
日
を

「
み
ん
な
で
食
べ
よ
う
力
う
ど

ん
の
日
」、そ
ば
の
日（
10
月
8

日
）と
お
も
ち
の
日（
10
月
20

日
）の
間
の
日
で
あ
る
10
月
9

日
を「
み
ん
な
で
食
べ
よ
う
力

そ
ば
の
日
」と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、
全
国
麺
類
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
と
協
力
し
て
、

8
月
21
日
か
ら
東
京
都
・
北
海

道
・
新
潟
県
の
力
そ
ば
・
う
ど

ん
を
提
供
す
る
1
5
5
店
舗

で
、
力
そ
ば
・
う
ど
ん
、
ま
た

は
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
も
ち
を
注
文

さ
れ
た
方
を
対
象
に
抽
選
で

1
0
0
人
に「
お
こ
め
ギ
フ
ト

券
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

全
農
は
、
今
回
の
記
念
日
制

定
を
新
た
な
契
機
と
し
、
今
後

も
外
食
事
業
者
な
ど
と
も
連
携

し
て
、
も
ち
食
文
化
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

来場した小学生にチラシを配布しＰＲ

国
産
大
豆
商
品
発
見
コ
ン
テ
ス
ト
　

ポ
ス
タ
ー

「ハレの日にはもちを！国産
もちの力そば・うどんを食
べて当てようキャンペーン」
のチラシ

力うどんの日（左）と力そばの日（右）の登録証
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News!

News!

養
牛
生
産
で
は
、牛
伝
染
性
リ

ン
パ
腫
や
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病

を
媒
介
す
る
サ
シ
バ
エ
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
畜
舎
周

囲
の
草
む
ら
な
ど
の
休
息
場
所

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
サ
シ
バ

エ
被
害
を
軽
減
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
刈
り
払

い
機
に
よ
る
草
刈
り
で
は
雑
草

の
再
生
が
早
く
、
夏
は
酷
暑
の

中
で
月
1
、2
回
の
草
刈
り
が

必
要
で
す
。

そ
こ
で
除
草
剤
を
取
り
扱
う

耕
種
部
門
で
は
、
生
産
者
の
労

力
軽
減
を
目
的
に
畜
産
部
門
や

農
薬
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
の

上
、
家
畜
へ
の
安
全
性
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
雑
草
防
除
体
系

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
は
1
カ
所
で
実
証
試

験
を
行
い
、
結
果
と
し
て
最
大

2
カ
月
程
度
の
抑
草
効
果
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
サ
シ
バ
エ
の
個
体
数
も

刈
り
払
い
機
に
よ
る
除
草
区
と

比
較
す
る
と
9
割
以
上
減
少
し

ま
し
た（
除
草
2
週
間
後
）。

今
後
、
関
係
部
署
・
機
関
と

連
携
し
て
実
証
事
例
を
増
や
し

な
が
ら
、
生
産
者
の
課
題
解
決

に
向
け
て
技
術
普
及
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

「サシバエ対策」合言葉に部門間連携
耕種・畜産生産が畜舎周辺部の除草で実証試験 耕種総合対策部・耕種資材部・畜産生産部

耕
種
総
合
対
策
部
・
耕
種
資
材
部
・
畜
産
生
産
部
は
、畜
産
現
場

で
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
部
門
間
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。現

在
、
養
牛
生
産
に
お
け
る
重
要
害
虫
・
サ
シ
バ
エ
対
策
を
目
的
に
、

畜
舎
周
辺
部
の
省
力
的
な
除
草
体
系
の
構
築
に
向
け
た
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
全
農（
県
本
部
）の
良
い
と

こ
ろ
・
変
え
た
方
が
良
く
な

る
と
こ
ろ
」な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
県
本
部
長
・
副
本
部
長

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は「
普
段

話
す
機
会
の
少
な
い
他
部
署
の

職
員
と
交
流
で
き
、
視
野
が
広

が
っ
た
」「
共
通
の
課
題
に
対

す
る
意
見
交
換
が
で
き
、
有
意

義
だ
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
職
場
環
境
の
改

善
に
向
け
た
前
向
き
な
意
見
や

提
案
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
純
男
県
本
部
長
は「
職

員
と
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
、

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
の

た
め
に
意
見
を
反
映
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

座
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見

は
、
今
後
優
先
度
な
ど
を
整
理

し
た
上
で
職
場
改
善
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度

以
降
も
座
談
会
は
継
続
し
て
実

施
し
、
働
き
や
す
く
、
や
り
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

課題を共有し魅力ある職場づくりへ
本部長・副本部長も参加して年代別職員座談会

滋
賀
県
本
部
は
6
～
9
月
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
働
き
や
す
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、年
代
別
に
職

員
座
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。県
本
部
長
・
副
本
部
長
が
一
堂
に

会
す
る
の
は
初
め
て
の
機
会
で
あ
り
、業
務
に
お
け
る
課
題
や
働
き

が
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
共
有
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

滋賀県本部

畜産生産者のもとへ同行訪問する各
部門担当者（実証地の一つ：長崎県
JAごとう）

県本部長・副本部長も参加して行われた職員座談会

サシバエ
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ま
す
。今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
品
目
の
集
荷
に

つ
な
げ
、
事
業
連
携
の
領
域
を
拡
大
し
て

い
く
方
針
で
す
。

ヤ
マ
リ
ョ
ー
、山
形
陸
上
運
送

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
分
野
で
連
携
協
定

8
月
8
日
に
は
、
県
内
L
P
ガ
ス
大
手

の
ヤ
マ
リ
ョ
ー
、
貨
物
運
送
業
の
山
形
陸
上

運
送
と
L
P
ガ
ス
分
野
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。L
P
ガ
ス
の
需
要

は
、
人
口
減
少
や
オ
ー
ル
電
化
、
脱
炭
素

社
会
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
充じ

ゅ
う

填て
ん

・
配
送
の
分
野

に
お
い
て
全
農
山
形
と
ヤ
マ
リ
ョ
ー
の
充
填

所
の
相
互
活
用
を
図
り
、「
将
来
的
な
拠

点
の
共
同
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
」「
ガ
ス

の
配
送
を
一
本
化
し
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

こ
と
」「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
優
先

活
用
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
」を
主
な
締

結
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川
直
秀
県
本
部
長
は「
地
域
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、

組
合
員
の
生
活
基
盤
の
維
持
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
特
に
、
災
害
時
の
L
P
ガ
ス
の

優
先
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

企
業
間
連
携
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
へ

山
形
県
本
部
は
、
企
業
間
で
の
包
括
連

携
協
定
を
通
し
て
、
生
産
者
・
管
内
J
A

の
労
力
軽
減
や
組
合
員
の
生
活
基
盤
の
維

持
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

農
産
物
の
集
荷
効
率
化
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
コ
ス
ト
低
減
や
災
害
時
の
優
先
活
用
を
目
指
す

を
加
速
さ
せ
て
い
く
」と
力
を
込
め
ま
し

た
。山

形
県
本
部
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
、
生

産
者
・
J
A
の
負
託
に
応
え
る
事
業
展
開

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ヤマト運輸との包括連携協定締結式

ヤマリョー・山形陸上運送との包括連携協定締結式

ヤ
マ
ト
運
輸
と
包
括
連
携
協
定

庭
先
集
荷
・
保
管
調
整
を
強
化

国
内
配
送
大
手
の
ヤ
マ
ト
運
輸
と
6
月

5
日
、
全
国
の
J
A
グ
ル
ー
プ
に
先
駆
け
て

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
生
産

者
の
庭
先
か
ら
J
A
集
荷
場
ま
で
、ヤ
マ
ト

運
輸
の
輸
送
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
て

庭
先
集
荷
を
強
化
す
る
こ
と
に
加
え
、コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
保
管
調
整
機
能
を
付

加
し
た
新
た
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、

キ
ュ
ウ
リ
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ
Ａ
域
を
越
え

た
横
持
ち
輸
送
へ
の
円
滑
な
対
応
の
実
現

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
生
産
者
の
園
地
か
ら
収
穫
さ
れ

た
農
畜
産
物
を
J
A
集
荷
場
に
搬
入
す
る

際
、
体
力
的
に
も
時
間
的
に
も
大
変
な
労

力
を
必
要
と
し
て
お
り
、
課
題
解
決
が
求

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。近
距
離
の
小
口
配
送

に
も
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
ヤ
マ
ト
運
輸

と
庭
先
集
荷
に
課
題
を
抱
え
て
い
た
J
A

グ
ル
ー
プ
の
思
惑
が
一
致
し
、
今
回
の
協
定

の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
庭
先
集
荷
を
依
頼
し
た

生
産
者
か
ら
は「
J
A
集
荷
場
ま
で
運
ぶ

労
力
や
集
荷
場
で
の
待
機
時
間
を
栽
培

や
収
穫
に
費
や
せ
た
」、J
A
職
員
か
ら
は

「
こ
れ
ま
で
集
荷
業
務
に
か
け
て
き
た
人

員
を
選
果
業
務
や
営
農
指
導
業
務
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の
評
価
を
得
て
い
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県
本
部

だ
よ
り
山形県本部

JA水郷つくば
（茨城県）

概要 2025年3 月31日現在

正組合員数         1万4744人
准組合員数            1万3321人
職員数                     462人
販売品取扱高 　    109億3千万円
購買品取扱高 　     34億4千万円
貯金残高         　2585億7千万円
長期共済保有高   4239億5千万円
主な農畜産物� レンコン、水稲、梨、

ダイコン、ミツバ

円
を
達
成
し
た
こ
と
を
記
念
し

た
式
典
を
開
催
し
、
生
産
部
会

員
や
行
政
、
市
場
関
係
者
ら
約

1
7
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

J
A
管
内
に
相
撲
部
屋
が
あ
る

二
所
ノ
関
親
方（
元
横
綱
稀
勢
の

里
）も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

営
農
事
業
で
販
売
戦
略
室

営
農
事
業
で
販
売
戦
略
室

生
活
事
業
で
健
康
教
室
も

生
活
事
業
で
健
康
教
室
も

23
年
7
月
に
は
営
農
部
内
に

新
た
に
販
売
戦
略
室
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。新
た
な
販
路
の
拡
大

や
営
農
事
業
で
生
じ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、デ
ー

タ
を
分
析
し
課
題
解
決
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
事
業
で
は
健
康

志
向
を
受
け
て
、本
店
大
会
議
室

で
定
期
的
に
組
合
員
や
地
域
住

ま
す
。東
京
か
ら
は
、45
～
70
㌔

圏
内
に
あ
り
、常
磐
自
動
車
道
と

圏
央
道
が
交
差
し
、交
通
の
便
に

も
非
常
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

直
売
所
９
店
舗
を
運
営

直
売
所
９
店
舗
を
運
営

東
京
や
埼
玉
か
ら
も
来
客

東
京
や
埼
玉
か
ら
も
来
客

特
産
の
レ
ン
コ
ン
は
日
本
一

の
生
産
量
を
誇
り
、
稲
作
も
盛

ん
で
す
。青
果
物
で
は
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
や
ダ
イ
コ
ン
、
ミ
ツ
バ
、

ト
マ
ト
な
ど
、果
実
は
梨
や
栗
な

ど
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
や
小
菊
な

ど
花
き
栽
培
も
盛
ん
で
す
。

管
内
に
9
店
舗
を
運
営
し
て

い
る
農
産
物
直
売
所
事
業
で
は
、

近
隣
の
お
客
さ
ま
だ
け
で
な
く
、

週
末
に
は
東
京
や
埼
玉
な
ど
の

遠
方
か
ら
も
来
客
が
あ
り
ま
す
。

今
年
6
月
に
は
、2
0
2
4
年

度
農
産
物
販
売
高
が
1
0
0
億

J
A
水
郷
つ
く
ば
は
、
茨
城

県
の
南
部
に
位
置
し
、北
に
は
筑

波
山
、東
に
は
霞
ケ
浦
、西
に
は

牛
久
沼
、南
に
は
利
根
川
と
、水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
地
域
に
あ
り

民
を
対
象
に
し
た
呼
吸
法
や
ヨ

ガ
の
教
室
を
開
催
し
、
地
域
と

J
A
を
つ
な
ぐ
活
動
の
一
環
と

し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

J
A
水
郷
つ
く
ば
は
、
今
後

も
組
合
員
と
地
域
社
会
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

茨城県

栃木県
群馬県

埼玉県

特
産
レ
ン
コ
ン

特
産
レ
ン
コ
ン
はは
生
産
量
日
本
一

生
産
量
日
本
一

農
産
物
販
売
高
１
０
０
億
円

農
産
物
販
売
高
１
０
０
億
円
をを
達
成
達
成

生産量日本一のレンコン

100億円達成の記念式典

ヨガ教室で組合員の健康をサポート

生産量日本一のレンコン

5

JA Zennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

2025 9. 8  vol.1121 2025 9. 8 vol.11212025 9. 8  vol.1121 2025 9. 8 vol.1121

JA Zennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン



全
農
は
K
D
D
I
株
式
会
社
、K
D
D
I
ス

マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン
株
式
会
社
（
以
下
K
D
D

I
ス
マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン
）と
、
自
律
飛
行
型
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
事
業
検
討
に
つ
い
て

基
本
合
意
書
を
6
月
24
日
に
締
結
し
ま
し

た
。
自
律
飛
行
型
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農

業
分
野
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
員
や

農
作
業
受
託
事
業
者
な
ど
に
提
供
す
る
た

め
、
遠
隔
防
除
受
託
サ
ー
ビ
ス
実
証
に
着
手

し
ま
す
。�

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

日
本
の
農
業
は
、
少
子
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
よ
り
労
働
力
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
従
事
者
は
、
22
年
の

1
1
6
万
人
か
ら
20
年
後
に
は
30
万
人
ま
で

減
少
す
る
見
込
み
＊
で
、
農
作
業
の
効
率
化

と
自
動
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。解

決
手
段
の
一
つ
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
、

費
用
を
掛
け
て
操
作
講
習
を
修
了
す
る
必
要

が
あ
り
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
、
作
業
面
で
も
操
作
者
1
人
が

ド
ロ
ー
ン
で
で
き
る
面
積
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。 

﹇
＊
出
典
：
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈

今
回
は
、
農
業
の
労
働
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
伴
う
課
題
に
対
し
、ス
マ
ー
ト
農
業
を
通

じ
て
持
続
可
能
な
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
遠
隔
防
除
受
託
サ
ー

ト
を
軽
減
し
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
貢

献
し
ま
す
。

ま
た
、ス
タ
ー
リ
ン
ク︵
S
t
a
r
l
i
n

k
︶
衛
星
通
信
と
の
連
携
に
よ
る
電
波
不

感
地
帯
で
の
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
も
視
野
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
全
般
に

つ
い
て
事
業
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

実
証
着
手
に
あ
た
り
、
千
葉
県
成
田
市
に

あ
る
千
葉
県
本
部
営
農
技
術
セ
ン
タ
ー
で
7

月
11
日
に
、ス
マ
ー
ト
農
業
現
地
研
修︵
ド
ロ
ー

ン
実
演
会
︶を
開
催
し
、
全
農
職
員
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
増
加
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
の

農
業
利
用
に
つ
い
て
、
先
進
県
で
あ
る
千
葉

県
本
部
の
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
︵
以
下
D
P
S
社
︶を

作
業
委
託
先
と
し
た
、
目
視
内
飛
行
に
よ
る

実
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
K
D
D
I

ビ
ス
実
証
で
は
広
く
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募

り
、
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
の
遠
隔
運

航
管
理
を
確
立
し
、
農
業
分
野
に
お
け
る

標
準
規
格
と
す
る
た
め
に
、
27
年
度
ま
で
の

事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
を
遠
隔

操
作
で
運
航
し
、
測
量
や
農
薬
散
布
な
ど

を
行
い
ま
す
。
1
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
高

い
再
現
性
を
確
保
し
た
自
律
飛
行
シ
ス
テ

ム
で
ド
ロ
ー
ン
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

機
体
の
安
定
性
を
確
保
し
、
農
薬
散
布
作

業
の
均
一
化
を
実
現
。
こ
う
し
た
特
徴
を

生
か
し
、
果
樹
な
ど
従
来
は
樹
形
が
立
体

的
で
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
る
品
目
に
つ
い
て
も
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
機
体
操
縦
だ
け
で
は
な
く
飛
行
申

請
や
上
空
電
波︵
4
G 

L
T
E
︶の
確
保

な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の
運
航
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
提
供
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
や
農
作
業

受
託
事
業
者
が
負
う
一
連
の
労
力
や
コ
ス

基本合意書を締結した（左から）KDDIの高木秀悟執行役員、
全農の日比健常務理事、

KDDIスマートドローンの博野雅文代表取締役社長
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ス
マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
目
視
外
飛
行

を
行
い
、
最
新
技
術
を
共
有
し
ま
し
た
。

D
P
S
社
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農

薬
・
肥
料
散
布
事
業
、
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
千
葉
県
内
の
法

人
で
、千
葉
県
本
部
と
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム

「
Z

–

G
I
S
」を
活
用
し
、
効
率
的
に

共
同
防
除
を
し
て
い
ま
す
。

J
A
に
対
象
圃ほ

場じ
ょ
う

を
「
Z

–

G
I
S
」

で
登
録
し
て
も
ら
い
、
圃
場
情
報
を
千

葉
県
本
部
、
D
P
S
社
で
共
有
。「
Z

–

G
I
S
」上
で
事
前
情
報
の
共
有
や
、
当

日
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

を
都
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
千
葉
県
本
部
や
J
A
が
散
布
に

立
ち
会
わ
な
く
て
も
D
P
S
社
が
農
薬
散

布
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
危
険
を
伴
う
高
所
作
業
で
あ
る

こ
と
や
、
作
業
中
は
高
温
時
期
で
も
ハ
ウ

ス
を
締
め
切
る
必
要
が
あ
る
た
め
、ハ
ウ
ス

の
遮
熱
剤
塗
布
の
ド
ロ
ー
ン
散
布
の
需
要

が
増
え
て
い
ま
す
。

30
㌃
の
ハ
ウ
ス
塗
布
作
業
に
7
~
8
時

間
程
度
か
か
る
と
こ
ろ
を
、ド
ロ
ー
ン
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
約
4
時
間
程
度
で
完

了
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
高
温
対
策
や
危
険
が
伴
う
高
所

作
業
の
回
避
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン

飛
行
の
実
演
当
日
は
、
操
縦
飛
行
︵
飛
行

レ
ベ
ル
1
︶と
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
︵
同
2
︶

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
時
速
18
㌔
で
散

布
し
ま
す
が
、
操
縦
で
は
時
速
20
㌔
以
上
で

も
散
布
可
能
で
、
作
業
時
間
が
異
な
り
ま
し

た
。
短
時
間
で
散
布
で
き
、
大
幅
な
作
業
時

間
短
縮
に
な
る
こ
と
を
参
加
者
間
で
共
有
で

き
ま
し
た
。

K
D
D
I
ス
マ
ー
ト
ド
ロ
ー
ン
は
、
空

撮
な
ど
を
行
う
セ
ン
シ
ン
グ
用
ド
ロ
ー
ン

︵
S
k
y
d
i
o
X
10
︶に
よ
っ
て
次
の
実
演

を
行
い
ま
し
た
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
1
人

に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
2
台
の
目
視
外
同
時
飛

行

成
田
か
ら
東
京
都
板
橋
区
に
あ
る
ド

ロ
ー
ン
の
遠
隔
操
縦

自
動
車
を
障
害
物

と
見
立
て
た
自
動
回
避
の
実
演
。
　
　
　   

ド
ロ
ー
ン
に
は
セ
ン
シ
ン
グ
カ
メ
ラ
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
上
空
か
ら
撮
影
し
た
圃
場

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
ー
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
遠
隔
地
で
も
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー

ト
か
ら
の
離
陸
や
飛
行
、
ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
へ

の
着
陸
が
円
滑
に
行
え
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
30
m
上
空
か
ら
撮
影
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
も
、
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
セ
ン
シ
ン
グ
カ
メ
ラ
に
加
え
、

3
6
0
度
の
様
子
を
確
認
で
き
る
カ
メ
ラ
も

付
い
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン
が
障
害
物
に
向
か
っ

て
飛
行
し
て
い
て
も
自
動
で
回
避
す
る
た
め

安
全
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

実
演
を
受
け
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
今

後
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
可
能
性
を
大
い
に
感
じ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

取り組み内容を説明する千葉県本部職員

KDDIスマートドローンによる2台同時飛行実演

KDDIスマートドローンによる遠隔飛行実演
（画面左は板橋区のドローンのセンシング映像）

KDDIスマートドローンの実演中のモニターの様子（サツマイモ）
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JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

JA全農の産地直送通販サイト

発行／全国農業協同組合連合会 2025年（令和7年）9月8日発行（毎週月曜日発行）
第3517号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力
を日々 発信中！　フォローはこちらから

「紫ずきん」は「丹波黒大豆」を枝豆として9月から食べ
られるよう改良したもので、「京のブランド産品」として認
証された秋の京都を代表する逸品です。
豆の薄皮が薄紫色をしていることや、豆の形が頭巾のよ
うであることから「紫ずきん」と名付けられました。さやと
粒が極めて大きく、コクのある甘みともちもちとした食感
が特徴です。
ゆで時間の目安は、固めの食感がお好みなら5～10分、
産地のオススメは12～15分です。今晩のおかずの一品に、
お酒のおつまみとして、ぜひ１度ご賞味ください。

JA全農京都JA全農京都

紫ずきん 秀品
1㌔ (200㌘×5 袋 )…4600円（税込み）

ご注文は
こちらから

商品名「倭穀」には、“倭
やまと

の国で育まれた穀物＝米を使い、すべてを国産
のもので造る”との思いが込められています。全農の商品ブランド「ニッポン
エール」として、日本の農業と地域貢献することを目指したウイスキーです。
試飲した渕野部長は「大分県産米を使った素晴らしい商品が開発されてう
れしい限り」と話しました。全農は、今後もより多くの消費者へ国産農畜産
物の魅力を届けていきます。

全農は久米仙酒造株式会社と連携し、大分県産米「ヒノヒカリ」を主原

料に使用したオールライスウイスキー「倭
わ

穀
こく

」を共同開発しました。７月９日に

は渕野勇大分県農林水産部長を表敬訪問し、商品発売に至った経緯を報

告しPRしました。� 【営業開発部・大分県本部】

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
「
山
梨
県
産

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
グ
ミ
」

渕野大分県農林水産部長を表敬訪問した関係者
（左から大分県本部の藤田明弘本部長、大分県農林水産
部の信貴竜人審議監、渕野部長、久米仙酒造の比嘉洋
一代表取締役、全農の戸井和久チーフオフィサー）

ニッポンエール「山梨県産サンシャインレッドグミ」は、山梨県産ブドウ
「サンシャインレッド」の果汁を原料に使用しています。
「サンシャインレッド」は、「サニードルチェ」と「シャインマスカット」を掛
け合わせて生まれた山梨県オリジナル品種の赤ブドウ。種無しで皮ごと食
べられ、マスカットの華やかな香りと甘さが特徴です。
グミを食べると、「サンシャインレッド」の華やかな香りと上品な甘さが広
がります。

全農と全国農協食品㈱は「ニッポンエールグミ」の新商品として、ニッ

ポンエール「山梨県産サンシャインレッドグミ」を開発しました。全国農協

食品から9月16日に発売します。� 【営業開発部・全国農協食品】
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